
まえがき＝原子力施設から発生する放射性固体廃棄物の
うち，可燃物および難燃物については焼却処理が行われ
ている。不燃物であるコンクリート片，工具類，金属片，
廃フィルタや断熱材などは，雑固体廃棄物として大部分
が未処理のまま保管管理されているのが現状である。
　当社は，多種多量の雑固体廃棄物を一括処理する願≫
の縞わ たà あり，2トン /冷却チャンバにて約 2日間冷却された後，収納容器に挿入され，再度一時保管設備に返却される。1．2　排ガス処理の概要

　焼却・溶融設備では，排ガス処理機能をプラズマ溶融
炉と焼却炉とで共用している。溶融炉から排出されるガ
スは（陽極）間に高電圧を印加することで作動∵  reduction and stabilization of solid 
radioactive wastes such as concrete, insulation, filters, glass, sand etc. The main features of the system are 
as follows.
1) Non-transfer air plasma torches: 1.3MW× 2
2) Treatment capacity: 2 tons/batch
3) Waste feed: 200 liter drums
4) Tapping method: furnace tilting
5) Molten slag cooling: in the system’s chambers
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（4）プラズマトーチ駆動装置の操作範囲
　2本のプラズマトーチ駆動装置により，炉内のほぼ全
域を照射できることが確認できた。また，万一のときの
トーチ引抜き操作確認も行った。
（5）スラグサンプリング装置
　出湯前にスラグサンプリング装置により，問題なくサ
ンプリングが行えた。
（6）出湯操作性
　出湯管理は，出湯用の受容器を俯瞰する角度からカメ
ラで監視しつつ，ロードセルにて出湯重量を計測してい
る。写真 6に出湯時のカメラ映像を示す。


